
◆茗溪学園 SDGs 活動・取り組みレポート 

 

 

1．タイトル（活動内容に対する標題） 

令和 6 年度能登半島地震募金 
 
２．参加者、グループ名 

①団体名(なければ空欄) 

 
②学年・氏名 

5 年 森田浩彰 永田多朗 藤村花穂 望月理世  
 
３．活動内容 

①問題意識、動機（なぜその活動をおこなったのか、きっかけ） 

1 月 1 日に石川県能登半島で発生したマグニチュード 7.6 の地震（ 令和 6 年能登半島 地
震）は、被災地に甚大な被害をもたらした。津波や度重なる余震による住宅被害 や停電、
断水が現在も続いている。地方の奥まった半島という地理的な特徴も相まって、数少ない道
路が寸断され、孤立している地域もある。石川県では、1月 12日 14 時現在、215 人が命を
落とし、28 人の安否が分かっていない。現地では 懸命な救助活動が続いている。警察、消
防、海上保安庁、自衛隊をはじめ、自治体 や様々な協力団体、支援団体による食料や水、
毛布などの生活必需品の支援が進められており、今後も継続的な支援が求められている。    
そこで私たちは、被災した人々への支援を目的とした募金活動を 1 月 9 日から 12 日 の 4
日間にわたり実施した。 この活動は、茗溪学園の JRC 同好会を中心とした生徒有志により
企画・実施された。寄付されたお金は日本赤十字社に送金し、被災都道 府県 が設置する義
援金配分委員会（９日現在で同 委員会を設置した都道府県：石川県、富山県、新潟県）を 
通じ、被災者の生活支援に充てられる。募金の管理や募金 額の集計、送金手続き、募金結
果の報告等は、顧問のユ先生の指導のもと、JRC同 好会の実行メンバーが主体となって行
った。 
 
動機 
１. 令和 6 年能登半島地震による被害が拡大していることがメディアで報道されて いる。
地震やそれに伴う津波、土砂災害等により、多くの建物が崩壊し、人的被害も発生している。
現在の能登半島では交通が途絶されており、一般人は現地に入る ことも物資を送ることも
できない状況にある中、日本赤十字社に募金を託すことが今できる最善の方法であると考
えた。さらに、JRC同好会が中心となって行う校内の募金活動は、熱海の土砂災害、ウクラ
イナの難民支援に続き３回目であ り、これまでの経験を踏まえた活動が展開できると考え
た。 
 
２. 今回の募金活動は、茗溪学園の生徒に、令和 6 年能登半島地震についての現状 を理解
してもらい、被災地の方々に思いを寄せることも目的としている。日本では 近い将来、首
都直下地震や南海トラフ地震等巨大地震が起こる可能性も指摘されて おり、私たちひとり
ひとりが、巨大地震への備えを行う必要がある。被災地の方々 へ思いを寄せることは、当



事者意識を持つことにつながると考えた。 
 
②問題解決のために行った内容（どのような活動・取り組みをしたのか具体的に） 

令和 6 年 1 月 9 日（火）から 12 日（金）の放課後 15 時 45 分から 16 時 30 分に、中学昇
降口及び高校昇降口付近の階段の前で、地震対策の啓発と募金の呼びかけを行った。中学棟
で は、中学生の実行メンバー約 6 人に加え、高校生の実行メンバー1〜2 人で活動を行っ 
た。高校棟では高校生の実行メンバー約 5人で活動を行った。 活動期間中は、日本語、英
語、フランス語、韓国語、中国語（繁体字、簡体 字）、タイ語の 7 か国語で、ポスター作成
や校内放送を行い、活動を周知した。ま た、校内の電子掲示板でスライドを表示し、地震
への備えの重要性及び地震発生時の行動について情報発信を行った。 
 
③SDGsとの関連性（どのゴールに関連する活動か） 

この活動は SDG3「すべての人に健康と福祉を」のターゲット８「全ての人々に対する財政
リスクからの保護、質の高い基礎的な保健サービスへのアクセス及び安全で効果的かつ質
が高く安価な必須医薬品とワクチンへのアクセスを含む、ユニバーサル・ヘルス・カバレッ
ジ（UHC）を達成する 」と関連している。能登半島地震では、多くの被災者が家や財産を
失い経済的な苦境に立たされている。募金活動によって得られたお金は義援金として被災
した方々に届けられ、必要なモノやサービスへのアクセスを可能にした。 
また、この活動は SDG11「住み続けられるまちづくりを」のターゲット 5「2030年までに、
貧困層及び脆弱な立場にある人々の保護に焦点をあてながら、水関連災害などの災害によ
る死者や被災者数を大幅に削減し、世界の国内総生産比で直接的経済損失を大幅に減らす」
の達成とも関連している。募金活動を通して減災や防災に関する意識・関心を高めることが
できた。 
 
④SDGs の観点から、今後どのようになってほしいと願っているか 

今後も多くの方が被災地の方々に思いを寄せ、継続的に復興支援が行われることを願って
いる。また、被災者の方々の体験や心情を理解することで、当事者意識をもって防災や減災
についての対策を進めていき、より住みやすい街に変化していくことを願っている。 
 
４．活動・取り組みを通じて感じたこと、学んだこと、自分が成長できたと感じること、問題

点・課題などについて 

【評価できる点】 これまでに JRC 同好会が中心となって行った募金活動の経験を踏まえ、
迅速かつ 円滑に活動を進めることができた。  
（1）SNS や電子掲示板の活用、校内放送やポスター掲示などにより、分かりやすい情報発
信を行うことができた。  
（2）コミュニケーションを大切にしながら活動できた。  
（3）毎日活動終了後に報告会を行いメモを作成することで、メンバー間での情報共有がで
きた。  
（4）4 日間の活動を臨機応変に行い、報告会での反省事項を踏まえた活動を行うことがで
きた。  
【課題】  
（1）周知活動についての計画決定が遅かった。  
→責任者を中心に短時間で計画を立案し、詳細を決定していくと良い。いつ、だれが、どこ



で周知活動や募金活動を行うと良いのか、詳細の決定を迅速に行う。  
（2）募金を強制しているように捉えられてしまうこともあった。  
→活動の目標や寄付先についての周知活動を丁寧に行う。 
 
５．今後の活動予定（あれば） 

 
６．エビデンス 

活動の写真（参加者の集合写真、活動の様子がわかるものなどを数枚）、成果物（レポート、

ノート、ポスター、制作物の写真など） 

 



 

 

 



・広報ポスター（7 か国語） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・ 地 震 に 対 す る 啓 発 ス ラ イ ド （ 一 部 抜 粋 ）

 
 



 


